


回目 1 2 3 4 5
2,101,571¥  4,466,017¥  50,336,817¥   33,559,413¥   33,559,823¥   

530,875¥  2,103,158¥  4,200,143¥  532,136¥  3,152,451¥  
396,563¥  1,577,876¥  3,159,785¥  270,794¥  403,492¥  
267,674¥  792,376¥  1,053,509¥  201,392¥  275,496¥  
141,209¥  541,711¥  790,635¥  200,540¥  207,053¥  
137,949¥  541,177¥  530,166¥  136,545¥  138,898¥  
136,835¥  135,020¥  207,898¥  118,303¥  107,455¥  
134,997¥  103,120¥  201,976¥  106,928¥  107,395¥  
108,401¥  137,521¥  104,785¥  104,334¥  

107,112¥  103,003¥  102,988¥  
105,003¥  102,997¥  101,971¥  

102,309¥  

石川県立金沢二水高等学校 

期待値無限大の宝くじ（直感に背く数学的考察）

 

抄録 

連続してコインの裏が出続けると、賞金額が倍々になっていくというゲームの期待値は正

の無限大に発散する。つまり、このゲームの参加費はどれだけ高額に設定しても参加すべ

きであるが実際にはそうではない。私たちはそのパラドックスにおける最適解を検討した。 

１．研究の背景と目的 

コインが何連続で裏だったかに応じて賞金がもらえるというゲームにおいて、主催者が損

をしないような金額設定を見つける。

２．方法 

自分たちの手で実際にコインを振り、その結果に基づいて仮説

をたてた。その後 Excel のマクロを用いてコンピュータにコイ

ンを投げるという試行をさせ、その試行を重ねていくことで、

試行回数と 1 回あたりの賞金の平均値に規則性を発見した。そ

れをもとにしてゲームの金額を設定し、二水高校 1275人を想定

し、販売シミュレーションを実施した。

３．結果 

販売シミュレーションを実施したところ、外れ値がたくさん出たことで、ゲームの主催者

が損をするというケースが 41.7％発生し、自分たちの予想したものとは大きく異なった。 

４．考察 

外れ値の影響を受けないようにするため、金額に上限を設けたところ、還元率の平均が 70.8

％となった。そのため、この事例において金額の上限を設けることが必要であると考えた。 

５．結論 

 本研究におけるくじの適切な参加費は 25000 円/1000 回であった。ただし、条件として、

「上限を 1000万円とする」と「24回連続で当たりが出たらやめてもらう」を加える。こう

すると、一回当たりの金額が 25円になり、参加費が高額ではない。また還元率が 100%を超

えることがないため、主催者が損をしないゲームを設定することができた。 
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